
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動局（ＵＥ）において、共通パケットチャネル（ＣＰＣＨ）を介して上向けリンクパ
ケットを伝送する方法であって、
　前記共通パケットチャネルを介して上向けリンクパケットを基地局に伝送する段階と、
　前記上向けリンクパケット伝送中に、前記基地局から前記移動局に割り当てられた専用
物理チャネル（ＤＰＣＨ）の特定フィールドを介して一つのフレーム内に２回以上連続的
に伝送される特定のビットパターンを受信する段階と、
　前記特定のビットパターンの受信によって前記上向けリンクパケットの伝送を中断する
段階と、
　を包含する上向けリンクパケット伝送方法。
【請求項２】
　前記特定フィールドは制御フィールドであることを特徴とする請求項１に記載の上向け
リンクパケット伝送方法。
【請求項３】
　前記ＤＰＣＨは専用物理データチャネル（ＤＰＤＣＨ）であることを特徴とする請求項
１に記載の上向けリンクパケット伝送方法。
【請求項４】
　前記特定フィールドは、前記ＤＰＤＣＨのデータフィールドであることを特徴とする請
求項３に記載の上向けリンクパケット伝送方法。
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【請求項５】
　前記特定のビットパターンは‘１１１１’であることを特徴とする請求項１に記載の上
向けリンクパケット伝送方法。
【請求項６】
　前記ＤＰＣＨは専用物理制御チャネル（ＤＰＣＣＨ）であることを特徴とする請求項１
に記載の上向けリンクパケット伝送方法。
【請求項７】
　前記特定のフィールドは前記ＤＰＣＣＨのパイロットフィールドであることを特徴とす
る請求項６に記載の上向けリンクパケット法送方法。
【請求項８】
　前記特定のビットパターンは、前記パイロットフィールドを介してすでに伝送されたパ
イロットビットパターンと直交性を有することを特徴とする請求項７に記載の上向けリン
クパケット伝送方法。
【請求項９】
　前記特定のビットパターンは、前記パイロットフィールドを介してすでに伝送されたパ
イロットビットを反転させたものであることを特徴とする請求項７に記載の上向けリンク
パケット伝送方法。
【請求項１０】
　前記特定 は伝送フォーマット組合せ識別子（ＴＦＣＩ）フィールドであるこ
とを特徴とする請求項６に記載の上向け パケット伝送方法。
【請求項１１】
　前記特定のビットパターンは、前記ＴＦＣＩフィールドのうち下位２ビットを用いて伝
送されることを特徴とする請求項１０に記載の上向けリンクパケット伝送方法。
【請求項１２】
　共通パケットチャンネル（ＣＰＣＨ）を介して伝送される上向けリンクパケット伝送に
対する基地局での制御情報伝送方法であって、
　移動局から前記共通パケットチャンネルを介して上向けリンクパケットを受信する段階
と、
　前記上向けリンクパケット受信中に、前記上向けリンクパケット伝送を中断する必要が
あるかどうかを検査する段階と、
　前記検査の結果、前記上向けリンクパケット伝送を中断する必要性がある揚合には、前
記移動局に割り当てられた専用物理チャネル（ＤＰＣＨ）の特定フィールドを介して、一
つのフレーム内に２回以上連続的に特定のビットパターンを伝送する段階と
　を包含する制御情報伝送方法。
【請求項１３】
　前記上向けリンクパケットの伝送が中断された場合に、前記ＤＰＣＨを介して信号伝送
を中断する段階を更に含むことを特徴とする請求項１２に記載の制御情報伝送方法。
【請求項１４】
　前記特定フィールドは制御フィールドであることを特徴とする請求項１２に記載の制御
情報伝送方法。
【請求項１５】
　前記特定のビットパターンは‘１１１１’であることを特徴とする請求項１２に記載の
制御情報伝送方法。
【請求項１６】
　前記特定フィールドは伝送電力制御（ＴＰＣ）フィールドであることを特徴とする請求
項１２に記載の制御情報伝送方法。
【請求項１７】
　前記ＴＰＣフィールドを介して伝送される特定のビットパターンは、前記上向けリンク
パケットの伝送電力の下降を意味することを特徴とする請求項１６に記載の制御情報伝送
方法。
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【請求項１８】
　前記特定フィールドは、ＴＰＣフィールド及びデータフィールドを含むことを特徴とす
る請求項１２に記載の制御情報伝送方法。
【請求項１９】
　前記ＴＰＣフィールドに伝送される前記ビットパターンと、前記データフィールドに伝
送される前記ビットパターンとは互いに直交性を有することを特徴とする請求項１８に記
載の制御情報伝送方法。
【請求項２０】
　前記特定フィールドは、ＴＰＣフィールド及びパイロットフィールドを含むことを特徴
とする請求項１２に記載の制御情報伝送方法。
【請求項２１】
　前記ＴＰＣフィールドに伝送される前記ビットパターンと、前記パイロットフィールド
に伝送される前記ビットパターンとは互いに直交性を有することを特徴とする請求項２０
に記載の制御情報伝送方法。
【請求項２２】
　共通パケットチャンネル（ＣＰＣＨ）を介して伝送される上向けリンクパケットの伝送
を制御する方法において、
　移動局において、前記共通パケットチャンネルを介して上向けリンクパケットを基地局
に伝送する段階と、
　前記基地局において、前記上向けリンクパケットの受信中に、前記上向けリンクパケッ
ト伝送を中断する必要性がある場合に、前記移動局に割り当てられた専用物理チャネル（
ＤＰＣＨ）の特定フィールドを介して一つのフレーム内に２回以上連続的に伝送される特
定のビットパターンを伝送する段階と、
　前記移動極において、前記特定のビットパターンによって前記上向けリンクパケット伝
送を中断する段階と
　を包含する上向けリンクパケット伝送制御方法。
【請求項２３】
　前記特定のビットパターンは‘１１１１’であることを特徴とする請求項２２に記載の
上向けリンクパケット伝送制御方法。
【請求項２４】
　共通パケットチャンネル（ＣＰＣＨ）を介して伝送される上向けリンクパケットの伝送
を制御する装置において、
　専用物理チャネル（ＤＰＣＨ）を介して受信された信号を性質によって２以上の信号経
路に逆多重化（デ－マルチプレキシング）するデ－マルチプレクサ（Ｄｅ－ＭＵＸ）と、
　前記２以上の信号経路による信号を互いに比較して、特定のビットパターンを検出する
検出器と、
　前記検出器で前記特定のビットパターンが一つのフレームに含まれる各スロットを介し
て連続的に２回以上検出されるかどうかを検査するカウンタと、
　前記カウンタによって、前記ＣＰＣＨを介したパケット伝送中に前記特定のビットパタ
ーンが連続的に２回以上検出される場合には、前記上向けリンクパケット伝送を中断する
手段と、
　を有することを特徴とするパケット伝送制御装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は移動通信に係り、特に、広帯域符号分割多重接続（Ｗ－ＣＤＭＡ）方式の移動通
信システムでパケット伝送に用いられる上向けリンク共通パケットチャネル（ＣＰＣＨ）
に対する緊急停止制御情報の伝送方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】
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一般的にＩＭＴ－２０００移動通信スタンダードを制定する機構の一つである第３世代共
同プロジェクト（３ＧＰＰ：Ｔｈｉｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉ
ｐ　Ｐｒｏｊｅｃｔ　Ｇｒｏｕｐ）の標準説明書（ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ）には上
向けリンク（ＵＬ）及び下向けリンクの伝送チャネルと物理チャネルに対する定義及びそ
れの説明が記述されている。
【０００３】
３ＧＰＰスタンダードで定義される伝送チャネルのうち共通パケットチャネル（ＣＰＣＨ
）は上向けリンク（ＵＬ）で使われるもので、比較的中間の大きさまたは小さい大きさの
パケットを伝送するために使われ、次に説明する下向けリンク（ＤＬ）物理チャネルであ
る専用物理チャネル（ＤＰＣＨ：Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｈａｎｎｅ
ｌ）の二つのタイプのうち専用物理制御チャネル（ＤＰＣＣＨ：Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｐ
ｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）と関係する。
【０００４】
物理チャネルの一つである専用物理チャネル（ＤＰＣＨ）は一般的にスーパーフレーム、
無線フレーム及びタイムスロットの三つの階層構造からなるもので、図１にはかかる専用
物理チャネル（ＤＰＣＨ）の構造のうち下向けリンク（ＤＬ）で使われる構造を示してい
る。
【０００５】
専用物理チャネル（ＤＰＣＨ）は二つのタイプがあり、これは上位階層のデータを伝達す
るための専用物理データチャネル（ＤＰＤＣＨ：ＤｅｄｉｃａｔｅｄＰｈｙｓｉｃａｌ　
Ｄａｔａ　Ｃｈａｎｎｅｌ）と物理階層の制御情報を伝達するためのＤＰＣＣＨである。
【０００６】
図１は３ＧＰＰスタンダードによる下向けリンク（ＤＬ）専用物理チャネル（ＤＰＣＨ）
の構造を示す図面である。
【０００７】
図１で制御情報を伝達する下向けリンク（ＤＬ）ＤＰＣＣＨはパイロットフィールド、伝
送フォーマット組合せ識別子（ＴＦＣＩ：ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　ｆｏｒｍａｔ　ｃｏｍｂ
ｉｎａｔｉｏｎ　ｉｎｄｉｃａｔｏｒ）フィールド、フィードバック情報（ＦＢＩ：ｆｅ
ｅｄ－ｂａｃｋ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）フィールド及び伝送電力制御（ＴＰＣ：ｔｒ
ａｎｓｐｏｒｔ　ｐｏｗｅｒ　ｃｏｎｔｒｏｌ）フィールドのような複数のフィールドか
ら構成されている。
【０００８】
図２は３ＧＰＰスタンダードによる下向けリンクＤＰＣＣＨと共通パケットチャネル（Ｃ
ＰＣＨ）間の関係を説明するための図面であって、図示の下向けリンク（ＤＬ）ＤＰＣＣ
Ｈは共通パケットチャネル（ＣＰＣＨ）の電力制御のために使われ、このように下向けリ
ンク（ＤＬ）ＤＰＣＣＨが共通パケットチャネル（ＣＰＣＨ）の電力制御に使われるとき
は専用物理チャネル（ＤＰＣＨ）へデータが電送されないため、ＤＰＤＣＨは電送されず
、ＤＰＣＣＨのみ伝送される。
【０００９】
特に、このときはＤＰＣＣＨへパイロットビットと伝送電力制御（ＴＰＣ）ビットのみが
伝送され、かかる場合における下向けリンク（ＤＬ）ＤＰＣＣＨとＤＰＤＣＨについての
チャネル情報を表１に示した。
【００１０】
【表１】
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このようなチャネルを使う３ＧＰＰスタンダードによるシステムは基地局（Ｃｅｌｌ）間
の信号を同期化せず、セル内でも下向けリンクは信号を同期化しない非同期方式となって
いるので、多数のユーザ側（ＵＥ：Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）が効果的に信号を伝
送するためにはランダムアクセス（Ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ）方式が適用される。
【００１１】
競合方式のランダムアクセス方式でパケットを伝送するユーザ側に対してネットワーク側
（ＵＴＲＡＮ：Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉ
ｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）は使用可能な共通パケットチャネル（ＣＰＣＨ）を
ユーザ側に割り当てる。
【００１２】
その後、上向けリンク（ＵＬ）共通パケットチャネル（ＣＰＣＨ）を介してパケットが伝
送されるが、パケット伝送の前、まず一定の時間の間ＤＰＣＣＨのみを使って上向けリン
ク（ＵＬ）共通パケットチャネル（ＣＰＣＨ）に対する電力制御を行う。
【００１３】
まず、ネットワーク側（ＵＴＲＡＮ）では共通パケットチャネル（ＣＰＣＨ）に対して信
号対干渉比（ＳＩＲ：Ｓｉｇｎａｌ　ｔｏ　Ｉｎｔｅｒｆｅｒｅｎｃｅ　Ｒａｔｉｏ）を
測定し、この測定値に基づいて伝送電力制御（ＴＰＣ）ビットを作り、下向けリンク（Ｄ
Ｌ）ＤＰＣＣＨを介して伝送する。
【００１４】
また、ユーザ側では下向けリンク（ＤＬ）ＤＰＣＣＨに対する信号対干渉比（ＳＩＲ）を
測定した後、同様にこの測定値に基づいて伝送電力制御（ＴＰＣ）ビットを作り、上向け
リンク（ＵＬ）ＤＰＣＣＨを介して伝送する。
【００１５】
その後、パケット伝送に必要な十分の電力制御が完了すると、上向けリンク（ＵＬ）共通
パケットチャネル（ＣＰＣＨ）を介してパケットが伝送される。
【００１６】
このように共通パケットチャネル（ＣＰＣＨ）を介してパケットが伝送されている間には
ユーザ側（ＵＥ）は他のチャネルを探索しない。
【００１７】
ところが、ユーザ側（ＵＥ）に割り当てられた共通パケットチャネル（ＣＰＣＨ）を介し
て該パケットが伝送されている途中にもこの共通パケットチャネル（ＣＰＣＨ）を介して
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パケット伝送を中止したり、またはチャネルを解除しなければならない場合がある。
【００１８】
しかしながら、３ＧＰＰに提案された関連スタンダードではまだ共通パケットチャネル（
ＣＰＣＨ）を介したパケット伝送を中断したり、パケットが伝送されている共通パケット
チャネル（ＣＰＣＨ）を迅速に解除させる緊急停止のための制御の手順が提示されていな
い状況である。
【００１９】
通常に制御チャネルを用いて緊急停止制御情報を伝送する方法が考えられる。
【００２０】
かかる方法のうち一つとして、ユーザ側（ＵＥ）が共通パケットチャネル（ＣＰＣＨ）を
介してパケットを伝送しているとき、下向けリンク（ＤＬ）専用物理チャネル（ＤＰＣＨ
）を介せず、他のチャネル、例えば伝送チャネルの放送チャネル（ＢＣＨ：Ｂｒｏａｄｃ
ａｓｔｉｎｇ　Ｃｈａｎｎｅｌ）と、マッピングされる下向けリンク（ＤＬ）物理チャネ
ルの第１共通制御物理チャネル（ＰＣＣＰＣＨ：Ｐｒｉｍａｒｙ　ｃｏｍｍｏｎ　Ｃｏｎ
ｔｒｏｌ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を介して緊急停止制御情報を伝送される
ことができる。しかしながら、このように制御チャネル（ＣＣＨ）を介して伝送された制
御情報が元の情報に取り戻すためにはデコーディングを経なければならず、緊急停止のた
めの制御情報であるかが分かるまでの時間は最小限の制御情報を伝送する該チャネルの伝
送時間間隔（ＴＴＩ：Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｔｉｍｅ　Ｉｎｔｅｒｖａｌ）より更に長い
遅延が発生する。
【００２１】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は上記のような問題に鑑みて成されたもので、ユーザ側が現在割り当てられていた
共通パケットチャネル（ＣＰＣＨ）を介してパケットを伝送しているとき、緊急停止制御
情報をいち早く伝送できるようにすることで、ユーザ側がより迅速に緊急停止を行えるよ
うにした共通パケットチャネルに対する緊急停止制御情報の伝送方法を提供することに目
的がある。
【００２２】
【課題を解決するための手段】
本発明の共通パケットチャネル（ＣＰＣＨ）に対する制御情報の伝送方法は、ユーザ側（
ＵＥ）が割り当てられた上向けリンク（ＵＬ）共通パケットチャネル（ＣＰＣＨ）を介し
てネットワークにパケットデータを伝送する無線移動通信システムにおいて、ネットワー
ク側（ＵＴＲＡＮ）が特定のビットパターンを下向けリンク（ＤＬ）専用物理チャネル（
ＤＰＣＨ）に挿入した後、ユーザ側（ＵＥ）に前記特定のビットパターンを伝送する第１
段階と、ユーザ側（ＵＥ）が前記特定のビットパターンを認識する第２段階と、ユーザ側
（ＵＥ）が上向けリンク（ＵＬ）共通パケットチャネル（ＣＰＣＨ）を介したデータ電送
を制御する第３段階とを備ることを特徴とする。
【００２３】
本発明の共通パケットチャネルに対する緊急停止制御情報の伝送方法は、前記第１段階で
前記特定のビットパターンを前記下向けリンク（ＤＬ）専用物理チャネル（ＤＰＣＨ）の
無線フレーム全体に亘ってスロット毎に伝送することを特徴としてもよい。
【００２４】
本発明の共通パケットチャネルに対する緊急停止制御情報の伝送方法は、前記第１段階で
前記下向けリンク（ＤＬ）専用物理チャネル（ＤＰＣＨ）のデータチャネル（ＤＰＤＣＨ
）へ特定のパターンのビット列を伝送することを特徴としてもよい。
【００２５】
本発明の共通パケットチャネルに対する緊急停止制御情報の伝送方法は、前記第１段階で
前記下向けリンク（ＤＬ）専用物理チャネル（ＤＰＣＨ）のデータチャネル（ＤＰＤＣＨ
）へ一般のパターンのビット列を繰り返して伝送した後、前記データチャネル（ＤＰＤＣ
Ｈ）へ前記一般のパターンのビット列とは異なる特定のパターンのビット列を伝送するこ
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とを特徴としてもよい。
【００２６】
本発明の共通パケットチャネルに対する緊急停止制御情報の伝送方法は、前記第１段階で
前記ネットワーク側（ＵＴＲＡＮ）が前記下向けリンク（ＤＬ）専用物理チャネル（ＤＰ
ＣＨ）のデータチャネル（ＤＰＤＣＨ）に特定のビットパターンを挿入させ伝送するとき
、前記下向けリンク（ＤＬ）専用物理チャネル（ＤＰＣＨ）の制御チャネル（ＤＰＣＣＨ
）に伝送全力下降命令ビットを挿入させ伝送することを特徴としてもよい。
【００２７】
本発明の共通パケットチャネルに対する緊急停止制御情報の伝送方法は、前記第１段階で
前記特定のビットパターンを挿入させ伝送する場合、前記ネットワーク側（ＵＴＲＡＮ）
が前記下向けリンク（ＤＬ）専用物理チャネル（ＤＰＣＨ）の制御チャネル（ＤＰＣＣＨ
）を構成するパイロットフィールドに特定のビットパターンを挿入させ、前記ユーザ側（
ＵＥ）へ伝送することを特徴としてもよい。　本発明の共通パケットチャネルに対する緊
急停止制御情報の伝送方法は、前記パイロットフィールドに挿入させる特定のビットパタ
ーンは、前記下向けリンク共通パケットチャネルを介して現在パケットが伝送されている
一般の状態で伝送されるパイロットビットパターンとは異なるパイロットビットパターン
を伝送することを特徴としてもよい。
【００２８】
本発明の共通パケットチャネルに対する緊急停止制御情報の伝送方法は、前記第１段階で
前記特定のビットのパターンは前記一般の状態で伝送されるパイロットビットパターンの
符号を反転させることを特徴としてもよい。
【００２９】
本発明の共通パケットチャネルに対する緊急停止制御情報の伝送方法は、前記一般の状態
で伝送されるパイロットのフィールドに挿入されるビット列の半分を反転させて伝送する
ことを特徴としてもよい。
【００３０】
本発明の共通パケットチャネルに対する緊急停止制御情報の伝送方法は、前記第１段階で
前記ユーザ側に特定の制御情報を伝送する場合、前記ネットワーク側（ＵＴＲＡＮ）が前
記下向けリンク（ＤＬ）専用物理チャネル（ＤＰＣＨ）の制御チャネル（ＤＰＣＣＨ）を
構成する伝送電力制御（ＴＰＣ）フィールドに特定のビットパターンを挿入させ、前記ユ
ーザ側（ＵＥ）へ伝送することを特徴としてもよい。
【００３１】
本発明の共通パケットチャネルに対する緊急停止制御情報の伝送方法は、前記伝送電力制
御（ＴＰＣ）フィールドに前記特定のビットパターンを挿入させ伝送するとき、前記下向
けリンク専用物理チャネル（ＤＰＣＨ）の制御チャネル（ＤＰＣＣＨ）のパイロットフィ
ールドに一般的なパイロットビットパターンとは異なるパイロットビットパターンを伝送
することを特徴としてもよい。
【００３２】
本発明の共通パケットチャネルに対する緊急停止制御情報の伝送方法は、前記下向けリン
ク（ＤＬ）専用物理チャネル（ＤＰＣＨ）のデータチャネル（ＤＰＤＣＨ）と前記下向け
リンク（ＤＬ）専用物理チャネル（ＤＰＣＨ）の制御チャネル（ＤＰＣＣＨ）を介して伝
送されるパイロットビットは一般の状態であるときと前記特定のビットパターンを挿入す
るとき、互いに直交するか異なる符号を有することを特徴としてもよい。
【００３３】
本発明の共通パケットチャネルに対する緊急停止制御情報の伝送方法は、前記伝送電力制
御（ＴＰＣ）フィールドに挿入される前記特定のビットパターンが前記下向けリンク専用
物理チャネル（ＤＰＣＨ）の制御チャネル（ＤＰＣＣＨ）を介して伝送されるビットパタ
ーンと直交性を有するようにすることを特徴としてもよい。
【００３４】
本発明の共通パケットチャネルに対する緊急停止制御情報の伝送方法は、前記下向けリン
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ク専用物理チャネル（ＤＰＣＨ）のデータチャネル（ＤＰＤＣＨ）を介して伝送されるビ
ットパターンは前記下向けリンク専用物理チャネルの制御チャネル（ＤＰＣＣＨ）を介し
て伝送される伝送電力制御（ＴＰＣ）ビットパターンまたはパイロットビットパターンと
前記特定の制御情報を伝送するときに互いに直交するか異なる符号を有することを特徴と
してもよい。
【００３５】
本発明の共通パケットチャネルに対する緊急停止制御情報の伝送方法は、前記共通パケッ
トチャネルに対する制御情報伝送は前記下向けリンク専用物理チャネルの制御チャネルを
介して伝送フォーマット組合せ識別子（ＴＦＣＩ）ビットを伝送する場合に適用されるこ
とを特徴としてもよい。
【００３６】
本発明の共通パケットチャネルに対する緊急停止制御情報の伝送方法は、前記共通パケッ
トチャネルに対する制御情報伝送は前記下向けリンク専用物理チャネルの制御チャネルを
介して伝送フォーマット組合せ識別子ビットを伝送しない場合に適用されることを特徴と
してもよい。
【００３７】
本発明の共通パケットチャネルに対する緊急停止制御情報の伝送方法は、現在割り当てら
れた上向けリンク（ＵＬ）共通パケットチャネル（ＣＰＣＨ）を介してユーザ側（ＵＥ）
が該パケットを伝送する段階と、前記ユーザ側（ＵＥ）にパケット伝送中止を命令するた
めの制御情報を伝送しようとするとき、ネットワーク側（ＵＴＲＡＮ）が下向けリンク（
ＤＬ）の専用物理チャネル（ＤＰＣＨ）に特定のビットパターンを挿入して前記ユーザ側
（ＵＥ）へ伝送する段階と、前記ユーザ側（ＵＥ）が前記伝送された特定のビットパター
ンを確認した後、前記共通パケットチャネル（ＣＰＣＨ）を介したパケット伝送を中止す
る段階とからなることを他の特徴とする。
【００３８】
本発明の共通パケットチャネルに対する緊急停止制御情報の伝送方法は、前記特定のビッ
トパターンを前記下向けリンク（ＤＬ）専用物理チャネル（ＤＰＣＨ）の無線フレーム全
体に亘ってスロット毎に伝送することを特徴としてもよい。
【００３９】
本発明の共通パケットチャネルに対する緊急停止制御情報の伝送方法は、前記下向けリン
ク（ＤＬ）専用物理チャネル（ＤＰＣＨ）のデータチャネル（ＤＰＤＣＨ）に特定のパタ
ーンのビット列を伝送することを特徴としてもよい。
【００４０】
本発明の共通パケットチャネルに対する緊急停止制御情報の伝送方法は、前記特定のビッ
トのパターンを挿入させ、伝送する場合、前記ネットワーク側（ＵＴＲＡＮ）が前記下向
けリンク（ＤＬ）専用物理チャネル（ＤＰＣＨ）の制御チャネル（ＤＰＣＣＨ）を構成す
るパイロットフィールドに特定のビットパターンを挿入させ、前記ユーザ側（ＵＥ）へ伝
送することを特徴としてもよい。
【００４１】
本発明はユーザ側が現在割り当てられていた共通パケットチャネル（ＣＰＣＨ）を介して
パケットを伝送しているとき、緊急停止制御情報を速やかに伝送することによって緊急停
止がより迅速に行えるようにした共通パケットチャネルに対する緊急停止制御情報の伝送
方法を提供するためのものであって、ユーザ側（ＵＥ）が割り当てられた上向けリンク（
ＵＬ）共通パケットチャネル（ＣＰＣＨ）を介してネットワークにパケットデータを伝送
する無線移動通信システムにおいて、ネットワーク側（ＵＴＲＡＮ）が特定のビットパタ
ーンを下向けリンク（ＤＬ）専用物理チャネル（ＤＰＣＨ）に挿入した後、ユーザ側（Ｕ
Ｅ）に前記特定のビットパターンを伝送する第１段階と、ユーザ側（ＵＥ）が前記特定の
ビットパターンを認識する第２段階と、ユーザ側（ＵＥ）が上向けリンク（ＵＬ）共通パ
ケットチャネル（ＣＰＣＨ）を介したデータ電送を制御する第３段階とを備えて成ること
により、ユーザ側（ＵＥ）が現在割り当てられた共通パケットチャネル（ＣＰＣＨ）を介
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してパケットを伝送しているとき、共通パケットチャネル（ＣＰＣＨ）と関係した下向け
リンク（ＤＬ）ＤＰＣＣＨ、ＤＰＤＣＨ、またはこれらの両チャネル全部を介して緊急な
制御情報がより迅速に伝送される効果がある。
【００４２】
【発明の実施の形態】
以下、本発明に係る共通パケットチャネル（ＣＰＣＨ）に対する緊急停止制御情報伝送方
法の好ましい実施の形態を添付の図面に基づいて説明する。
【００４３】
図３は本発明に係る共通パケットチャネル（ＣＰＣＨ）に対する制御情報の伝送方法のう
ち緊急中断信号の伝達順序を説明するための図面である。
【００４４】
前記本発明に係る共通パケットチャネル（ＣＰＣＨ）に対する制御情報伝送方法のうち緊
急中断信号の伝達はＣＰＣＨデータ伝送中に発生しうる基地局（Ｎｏｄｅ　Ｂ）ＲＲＣ６
の不正常的なシステム動作を解決するためのもので（例えば、セル容量の一時的な過負荷
などの解決のため）、図３のように共通パケットチャネル（ＣＰＣＨ）伝送の緊急中断を
行うようになる。
【００４５】
まず、基地局（Ｎｏｄｅ　Ｂ）ＲＲＣ６からＣＰＨＹ－ＣＰＣＨ－Ｅｓｔｏｐ－ＲＥＱを
介して緊急停止命令を受信した基地局第１階層（Ｎｏｄｅ　Ｂ　Ｌ１ )(Ｎｏｄｅ　Ｂ　Ｐ
ＨＹ）は下向けリンク専用物理制御チャネル（ＤＬ  ＤＰＣＣＨ）を介して緊急中断命令
、つまりＣＰＣＨ－Ｅｓｔｏｐ－Ｃｏｍｍａｎｄをユーザ側の物理階層（ＵＥ  ＰＨＹ）
４へ伝送する。
【００４６】
ユーザ側の物理階層（ＵＥ  ＰＨＹ）４はＣＰＣＨ－Ｅｓｔｏｐ－Ｃｏｍｍａｎｄを感知
し次第にユーザ側の物理資源階層（ＵＥ　ＲＲＣ）１へＣＰＨＹ－ＣＰＣＨ－Ｅｓｔｏｐ
－ＩＮＤを伝送し、この状況を報告する。このとき、ユーザ側の物理資源階層（ＵＥ　Ｒ
ＲＣ）１はＣＰＨＹ－ＣＰＣＨ－Ｅｓｔｏｐ－Ｒｅｓｐをユーザ側の第１階層（ＵＥＬ１
） (ＵＥ－ＰＨＹ )４へ送り、共通パケットチャネル（ＣＰＣＨ）を介したメッセージ伝送
の中止を命令する。
【００４７】
ユーザ側の第１階層（ＵＥ　Ｌ１） (ＵＥ－ＰＨＹ ) はユーザ側の無線資源階層（ＵＥ　
ＲＲＣ）１の命令に従ってメッセージ伝送中断、つまり緊急中断を行う。
【００４８】
ユーザ側の第１階層（ＵＥ　Ｌ１） (ＵＥ－ＰＨＹ )１の共通パケットチャネル（ＣＰＣＨ
）伝送中断の後、ユーザ側の第１階層（ＵＥ　Ｌ１） (ＵＥ－ＰＨＹ )１はユーザ側のミデ
ィアムアクセス制御階層（ＵＥ－ＭＡＣ）３にＰＨＹ－Ｓｔａｔｕｓ－ＩＮＤを伝送して
緊急中断の完了を知らせる。
【００４９】
一方、共通パケットチャネルリンクの損失（ＣＰＣＨ　ｌｉｎｋ　ｌｏｓｓ）を感知した
基地局の第１階層（Ｎｏｄｅ　Ｂ　Ｌ１ )(Ｎｏｄｅ　Ｂ　－ＰＨＹ）はＣＰＨＹ－ＣＰＣ
Ｈ－Ｅｓｔｏｐ－ＣＮＦを基地局の無線資源制御階層（Ｎｏｄｅ　Ｂ　ＲＲＣ）６へ伝送
する。
【００５０】
このとき、下向けリンク専用物理制御チャネル（ＤＬ　ＤＰＣＣＨ）の伝送も中断される
。
【００５１】
次は下向けリンク（ＤＬ）ＤＰＣＣＨを介して伝送フォーマット組合せ識別子（ＴＦＣＩ
）ビットを伝送しない場合と、伝送フォーマット組合せ識別子（ＴＦＣＩ）ビットを伝送
する場合とに対して本発明に係る共通パケットチャネル（ＣＰＣＨ）に対する制御情報の
伝送方法を説明する。
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【００５２】
図４は本発明の共通パケットチャネル（ＣＰＣＨ）に対する制御情報を伝送するための多
様な実施形態を説明するための図面である。
【００５３】
まず、下向けリンク（ＤＬ）専用物理制御チャネル（ＤＰＣＣＨ）を介して伝送フォーマ
ット組合せ識別子（ＴＦＣＩ）ビットを伝送しない場合（又は、専用物理制御チャネル（
ＤＰＣＣＨ）に伝送フォーマット組合せ識別子（ＴＦＣＩ）フィールドがない場合）、共
通パケットチャネル（ＣＰＣＨ）に対する制御情報は下向けリンク（ＤＬ）専用物理デー
タチャネル（ＤＰＤＣＨ）を使って伝送され、場合によって制御情報を伝達するための下
向けリンク（ＤＬ）専用物理データチャネル（ＤＰＣＣＨ）のフィールドが組み合って使
われる。このとき、緊急停止のような制御情報は伝送受信が遅延されずに伝送されるべき
であるので、本発明では無線フレーム全体を用いて緊急停止を知らせる制御ビットがスロ
ット単位で連続して伝送される。
【００５４】
かかる第一例として、従来は上向けリンク（ＵＬ）共通パケットチャネル（ＣＰＣＨ）を
介して現在パケットが伝送されている一般の状態で下向けリンク（ＤＬ）ＤＰＣＣＨが共
通パケットチャネル（ＣＰＣＨ）の電力制御のために使われ、ＤＰＤＣＨは伝送されない
。ところが、本発明では緊急停止のための制御情報をユーザ側（ＵＥ）へ伝達するために
ＤＰＤＣＨを介して特定のパターンのビット列を伝送する。
【００５５】
　第二例として、本発明では下向けリンク（ＵＬ）共通パケットチャネル（ＣＰＣＨ）を
介して現在パケットが伝送されている一般の状態で下向けリンク（ＤＬ）ＤＰＣＣＨが共
通パケットチャネル（ＣＰＣＨ）の電力制御のために使われ、前記一般の状態でＤＰＤ
Ｈへも特定のパターンのビット列が繰り返して伝送されるうち、緊急停止のための制御情
報をユーザ側（ＵＥ）へ伝達しなければならない緊急停止制御の状態ではこのＤＰＤＣＨ
を介して別のパターンのビット列を伝送する。例えば、一般の状態では″００００″をＤ
ＰＤＣＨへ伝送し、緊急停止制御状態では″１１１１″を伝送する。
【００５６】
第三例として、前記第一例または第二例を適用しつつ緊急停止制御状態の時に下向けリン
ク（ＤＬ）ＤＰＣＣＨの伝送電力制御（ＴＰＣ）フィールドに電力下降命令を知らせる電
力制御ビットを挿入して伝送する。
【００５７】
第四例として、上向けリンク（ＵＬ）共通パケットチャネル（ＣＰＣＨ）を介して現在パ
ケットが伝送されている一般の状態で下向けリンク（ＤＬ）ＤＰＣＣＨのパイロットフィ
ールドに一般的なパイロットビットパターンを挿入して伝送するうち、緊急停止のための
制御情報をユーザ側（ＵＥ）へ伝達しなければならない緊急停止制御の状態では任意の他
のパイロットビットパターンを伝送する。
【００５８】
例えば、緊急停止制御の状態になると、一般の状態では伝送されなかった別のパイロット
ビットパターン″００００″を伝送するか、一般の状態で伝送されていたパイロットビッ
トパターンと直交性を有するパイロットビットパターンを伝送する。
【００５９】
具体的に説明すると、一般の状態でパイロットフィールドに挿入されるビット列がＮビッ
トであればこのうち最下位ビット（ＬＳＢ）または最上位ビット（ＭＳＢ）の（Ｎ／２）
ビットを反転させた後、挿入して伝送することである。
【００６０】
または、一般状態のパイロットビットパターンに対して符号を反転させた後、挿入して伝
送する。
【００６１】
第五例として、前記第一例または第二例を適用しつつ緊急停止制御状態の時に下向けリン
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ク（ＤＬ）ＤＰＣＣＨの伝送電力制御（ＴＰＣ）フィールドに電力降下命令を知らせる電
力制御ビットを挿入して伝送し、また、前記第四例のように、一般の状態で伝送されてい
たパイロットビットパターンと互いに異なるパイロットビットパターンを下向けリンク（
ＤＬ）ＤＰＣＣＨへ伝送する。
【００６２】
この場合はＤＰＤＣＨを介して伝送されるビットパターンがＤＰＣＣＨを介して伝送され
るパイロットビットパターンと緊急停止制御状態の時に互いに直交するか互いに異なる符
号を有する。
【００６３】
第六例として、前記第一例または第二例を適用しつつ緊急停止制御状態の時に下向けリン
ク（ＤＬ）ＤＰＣＣＨの伝送電力制御（ＴＰＣ）フィールドに挿入されるビットパターン
がＤＰＤＣＨを介して伝送されるビットパターンと直交性を有するようにするし、また、
前記第四例のように、一般の状態で伝送されていたパイロットビットパターンと直交性を
有するパイロットビットパターンを下向けリンク（ＤＬ）ＤＰＣＣＨへ伝送する。
【００６４】
例えば、伝送電力制御（ＴＰＣ）フィールドに挿入されるビットを″１，－１″または″
－１，１″とする。この場合には一つのスロットからＤＰＤＣＨを介して伝送されるビッ
トパターンはＤＰＣＣＨを介して伝送される伝送電力制御（ＴＰＣ）ビットパターンまた
はパイロットビットパターンと緊急停止制御状態の時に互いに直交するか互いに異なる符
号を有する。
【００６５】
次は、下向けリンク（ＤＬ）ＤＰＣＣＨを介して伝送フォーマット組合せ識別子（ＴＦＣ
Ｉ）ビットを伝送する場合について説明する。ここで、下向けリンク（ＤＬ）ＤＰＣＣＨ
とＤＰＤＣＨに対するチャネル情報を表２に示した。
【００６６】
【表２】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
このように下向けリンク（ＤＬ）ＤＰＣＣＨを介して伝送フォーマット組合せ識別子（Ｔ
ＦＣＩ）ビットを伝送する場合には前記実施の形態のうち第六例を除いた他の適用例が可
能である。
【００６７】
ところが、下向けリンク（ＤＬ）ＤＰＣＣＨを介して伝送フォーマット組合せ識別子（Ｔ
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ＦＣＩ）ビットを伝送する場合にも、一つのスロットで伝送フォーマット組合せ識別子（
ＴＦＣＩ）ビットを除いた他のＤＰＣＣＨのビットパターンがＤＰＤＣＨのビットパター
ンと互いに直交するか互いに異なる符号を有するようにして適用できる。そして、伝送フ
ォーマット組合せ識別子（ＴＦＣＩ）フィールドのデータを用いて制御信号を伝送するこ
とができる。伝送フォーマット組合せ識別子（ＴＦＣＩ）フィールドに緊急停止以外の他
の用途の情報が伝送される場合、フレーム当たり１０ビットの情報ビットを互いに異なる
情報が共有して使用する。
【００６８】
例えば、１０ビットのうち８ビットをチャネル情報伝送のために使用し、２ビットは緊急
停止のために使用するのである。このとき、緊急停止のために割り当てられた２ビットの
内容は一般の状態で″００″、緊急停止制御の状態では″１１″となる。
【００６９】
次は前記各実施の形態を適用して共通パケットチャネル（ＣＰＣＨ）に対する制御情報を
伝送する過程をより詳細に説明する。
【００７０】
図５は本発明の共通パケットチャネル（ＣＰＣＨ）に対する制御情報伝送方法の一例を説
明するための装置構成図である。
【００７１】
このような本発明の共通パケットチャネルに対する制御情報の伝送方法を説明するための
装置の構成は専用物理チャネル（ＤＰＣＨ）のデータを逆多重化するデ -マクス（Ｄｅ－
ＭＵＸ）１１と、前記データのうちパイロット信号を比較する第１比較器１２と、前記専
用物理チャネル（ＤＰＣＨ）のデータのうち専用物理データチャネル（ＤＰＤＣＨ）のデ
ータを比較する第２比較器１３と、前記第１比較器１２の出力信号をカウントし、カウン
ト結果に従って緊急停止命令を発生させるカウンタ１４とから成っている。
【００７２】
まず、図５の構成において前記第一例と第二例を適用すると、ユーザ側（ＵＥ）はＤＰＣ
ＣＨをデコーディングする一方、別にＤＰＤＣＨにあるデータもをデコーディングする。
【００７３】
第一例でＤＰＤＣＨを介して特定のパターンのビット列が伝送される場合には従来と異な
り、ＤＰＤＣＨ伝送エネルギーが用いられるので、ユーザ側（ＵＥ）はＤＰＤＣＨにエネ
ルギーが存在するかとＤＰＤＣＨを介して特定のパターンのビット列が伝送されるかを確
認することで緊急停止のような制御情報を認知することができる。
【００７４】
第二例ではユーザ側（ＵＥ）がＤＰＤＣＨをデコーディングし続けるうち一般状態のビッ
トパターンにて別のパターンのビット列の伝送が確認されると、緊急停止のような制御情
報が伝送されたことを認知する。
【００７５】
その後、一定数以上のスロットから続けて緊急停止制御情報が受信されると、ユーザ側（
ＵＥ）は共通パケットチャネル（ＣＰＣＨ）を介したパケット伝送を中断する。
【００７６】
次は図５の装置構成において前記第三例を適用した場合である。
【００７７】
このときは前記第一例または第二例が適用されつつ緊急停止制御状態の時に下向けリンク
（ＤＬ）ＤＰＣＣＨの伝送電力制御（ＴＰＣ）フィールドに電力下降命令を知らせる電力
制御ビットが挿入され伝送される。これは第一例及び第二例の適用時、多数のスロットを
観察する間にユーザ側（ＵＥ）で電力をフルに使わないようにするためである
次は図５の装置構成において前記第四例を適用させた場合である。
【００７８】
このときは下向けリンク（ＤＬ）共通パケットチャネル（ＣＰＣＨ）を介して現在パケッ
トが伝送されている一般の状態では下向けリンク（ＤＬ）ＤＰＣＣＨのパイロットフィー
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ルドに一般的なパイロットビットパターンが挿入され伝送され、緊急停止のための制御情
報をユーザ側（ＵＥ）へ伝達しなければならない緊急停止制御の状態では任意の他のパイ
ロットビットパターンが伝送される。
【００７９】
このときは前記第一例と第二例とは異なり、ユーザ側（ＵＥ）がＤＰＤＣＨに対して続け
てデコーディングを行う必要はない。
【００８０】
次は図５の装置構成において前記第五例を適用した場合である。
【００８１】
このときは前記第一例または第二例を適用しつつ緊急停止制御状態の時に下向けリンク（
ＤＬ）ＤＰＣＣＨの伝送電力制御（ＴＰＣ）フィールドに電力降下命令を知らせる電力制
御ビットが挿入され伝送され、また、前記第四例のように、一般の状態で伝送されていた
パイロットビットパターンと直交性を有するパイロットビットパターンを下向けリンク（
ＤＬ）ＤＰＣＣＨへ伝送される。
【００８２】
この場合はまず、ユーザ側（ＵＥ）がＤＰＤＣＨをデコーディングするうち、ＤＰＤＣＨ
におけるエネルギーの有無とＤＰＤＣＨを介して特定のパターンのビット列が伝送された
かが認知されると、次の下向けリンク（ＤＬ）ＤＰＣＣＨのパイロットフィールドに緊急
停止制御情報を示す特定のパイロットビットパターンでこれを確認する。
【００８３】
尚、この場合にはまず、下向けリンク（ＤＬ）ＤＰＣＣＨのパイロットフィールドに緊急
停止制御情報を示す特定のパイロットビットパターンが伝送されたかが認知されると、次
のユーザ側（ＵＥ）がＤＰＤＣＨをデコーディングするうち、ＤＰＤＣＨにおけるエネル
ギーの有無とＤＰＤＣＨを介して特定のパターンのビット例が伝送されたかによってこれ
を確認する。
【００８４】
別に、かかる動作を同時に行うことによって緊急停止制御情報を確認することもできる。
【００８５】
次は図５の装置構成において前記第六例を適用した場合である。
【００８６】
このときは一つのスロットの間ＤＰＤＣＨを介して伝送されるビットパターンとＤＰＣＣ
Ｈを介して伝送されるビットパターンとを互いに比較した後、これらの二つのチャネルの
ビットパターンが互いに直交しているかによって緊急停止制御情報が伝送されたかの可否
を確認する。
【００８７】
このように各実施形態を介してユーザ側（ＵＥ）は緊急停止のような制御情報を受信確認
することができ、これについて並べると、緊急停止のような緊急制御命令をユーザ側（Ｕ
Ｅ）へ伝送すべきの場合、ネットワーク側（ＵＴＲＡＮ）は前記多様な実施形態の中一つ
の方法を選択する。このとき、緊急停止制御情報は各スロットを介して継続的に伝送し、
ユーザ側（ＵＥ）は緊急停止制御情報が存在するかを観察し続けるうち、最初の制御情報
が認知されると、一定数のスロット区間を観察して緊急停止制御情報を検出する。
【００８８】
その後、ユーザ側（ＵＥ）は一定数以上のスロットから緊急停止制御情報が受信されると
、共通パケットチャネル（ＣＰＣＨ）を介したパケット伝送を中断する。それから、ネッ
トワーク側（ＵＴＲＡＮ）は緊急停止制御命令を伝送した後、ユーザ側（ＵＥ）からパケ
ット伝送が中断されているかを確認する。
【００８９】
【発明の効果】
以上で説明したような本発明に係る共通パケットチャネル（ＣＰＣＨ）に対する制御情報
の伝送方法によれば、ユーザ側（ＵＥ）が現在割り当てられた共通パケットチャネル（Ｃ
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ＰＣＨ）を介してパケットを伝送しているとき、共通パケットチャネル（ＣＰＣＨ）と関
係した下向けリンク（ＤＬ）ＤＰＣＣＨ、ＤＰＤＣＨ、またはこれらの両チャネル全部を
介して緊急な制御情報が迅速に伝送され得るだけでなく、より安定的な伝送効果が得られ
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】３ＧＰＰスタンダードによる下向けリンク専用物理チャネル（ＤＰＣＨ）の構造
を示す図面。
【図２】３ＧＰＰスタンダードによる下向けリンク専用物理制御チャネル（ＤＰＣＣＨ）
と共通パケットチャネル（ＣＰＣＨ）間の関係を説明するための図面。
【図３】本発明の共通パケットチャネル（ＣＰＣＨ）に対する制御情報伝送方法の一例を
説明するための信号伝達順序図。
【図４】本発明の共通パケットチャネル（ＣＰＣＨ）に対する制御情報を伝送するための
多様な実施形態を説明するための図面。
【図５】本発明の共通パケットチャネル（ＣＰＣＨ）に対する制御情報の伝送方法の一例
を説明するための装置構成図。
【符号の説明】
１１　逆多重化部
１２　比較部
１３　比較部
１４　カウンター
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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